






名古屋石田学園 法人本部 顧問 
















して「なぜ」という疑問を持ち、それを追究していく事こそが生徒の歴史的な見方や考え方      
を身に付けさせる原動力となるのではないか。 
現在から考えておかしい、不思議に思うことで、生徒が興味を持つ疑問の学習課題を「なぜ」と
するが、ただ単にある事件が発生しましたで終わらせるのではなく、それが「なぜ」起き、国      
際社会の中でどの様な意味を持ち、現代の日本社会とどのような関連性を持っているかを考察させ



























  日本側にとって不平等な条約であったことを理解させる。 
② 欧米列強によるアジア進出の状況を把握するとともに、それによって、日本の対外政策が「鎖 
  国」から「開国」へと変化していったことを理解させる。 
③ 開国が日本にどのような影響を与えたか考察させる。 
 ―学習計画― 













































YY君 ― グループで話し合って発表したりする授業はあまりなかったので楽しかった。 
 
 5名の感想から、概ねどのような授業実践であったか十分想像できる。SI君の「ただ事件の名前































石川先生が、生徒全員の感想を集計すると下記のようになった。   
楽しかった・よかったと書いた生徒   28人 






























































NB君 ― どの国も必死に自国のことだけを考えていた。朝鮮をどこも欲しかった。 
  これらを通して、日清戦争についてよく理解できたと思います。 
TD君 ― 「日清」という名前を見ると、日本と中国だけの話し合いに思えるが、実は、
多くが関与していた。 
追
 
 
 
 
 
究
 
話し合いの結果を班毎に発表させる質
問（生徒もしくは教員） 
・生徒の「鉱産資源が必要」に対し 
「それは何の為か？」 
・生徒の「大量の物資」に対し「具体
的にはなにか？」 
・本国で工業製品を作るため 
・生徒の「大量の物資」に対し「何の
ために本国へ資源を送り本国から工
業製品を運んでくるのか？」 40 
発表の後に質問を実施するが発表
者以外の班員に答えさせる 
予想される意見 
・本国へ運ぶ資源と本国で作られ
た製品 
・本国で大量生産を行い製品を清
国で売ることで利益を得る 
・租借地で安い労働力を使い製品
を作る 
 
ま
 
と
 
め
 
日清戦争を通して学習したことや感想
をプリントに書く。 
 
50 
各自でまとめたものをプリントに
記入する。 
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YY君 ― 日本と中国は、昔はどのような関係だったのかがよくわかった。中国だけじゃ
なく、他の国の情報などもわかり、とても楽しかった。 
 
SI君は、日清戦争後の6ヶ国の動向に目を向けており、SHさんは日清戦争が清国との関係のみ
ならず色々な国とかかわっていることを理解し、NB 君は当時の列強といわれる国々が自国のこと
を必死に考えていたことにふれている。また、TD 君は暗に表面上の言葉を覚えるだけでは歴史を
学ぶことでないことを知ったようであり、YY 君は当時の国際関係を学ぶことから楽しい学習であ
ったことがうかがえる。11月実践においても、5名生徒の感想は好意的である。 
6 月実践の感想と比較すると、6月は学習方法の新鮮さが多かったが、11 月では学習内容にふれ
る生徒が多くなってきていることがわかる。しかし、願わくば、もう少し学習内容に具体的にふれ
た記述がほしいと思う。そのためには、自分の考えを書くことの重要性や必要性を日頃から生徒に
指導しておくことが求められるであろう。 
生徒達の感想から考えるに、石川先生がテーマとした「主体性を持って歴史的な見方や考え方の
できる生徒の育成」についての結論は明確に出せないが、サブテーマの「生徒が興味を持つ授業デ
ザインの模索」には多少なりとも迫れたのではないかと思う。 
教師は教材内容を少しでもわかりやすく説明したり解説することに心をくだこうとする。そのた
めに、生徒達が調べたりグループで話し合ったりする授業では、教材内容が明確に理解されないの
ではないかという不安におそわれることになる。授業を教える人と教えられる人という関係でとら
える限り、一斉講義式授業からなかなか脱却できないことになると思う。そこで石川先生は、生徒
が自らいかに理解・認識して行くかを大切にされようとした。すなわち、覚える歴史学習から考え
る歴史学習に転換し、生徒の主体性を大切にしたいと心がけられたのである。石川先生の「なぜ」
を柱にした歴史学習のあり方は、今後研究が進むであろう。 
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